
要
旨
国
文
学
研
究
資
料
館
で
開
催
の
常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
資
料
展
示
を
考
慮
し
て
、
展
示
の
際
に
は
資
料

一
点
一
点
の
状
態
を
確
認
し
、
資
料
の
形
態
と
状
態
に
合
わ
せ
た
演
示
具
を
作
製
し
て
い
る
。
同
時
に
、
品
川
区
戸
越
よ
り
移
転
し
た
平
成
二

十
（
豐
呂
）
年
以
降
は
、
展
示
室
の
環
境
管
理
を
目
的
と
し
た
温
度
・
湿
度
、
生
物
生
息
モ
｜
一
夕
リ
ン
グ
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
資
料
展
示
現
場
に
お
け
る
和
書
を
中
心
と
す
る
資
料
の
展
示
方
法
に
つ
い
て
の
紹
介
と
、
保
存
環

境
制
御
の
た
め
の
温
度
・
湿
度
、
生
物
生
息
モ
｜
一
夕
リ
ン
グ
解
析
の
結
果
を
報
告
す
る
。
更
に
、
展
示
照
明
の
一
部
を
臼
固
ロ
照
明
に
変
更
し

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
照
明
と
照
明
変
更
後
の
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
変
化
に
着
目
し
た
検
証
の
結
果
を
報
告
し
、
展
示
照
明
と
資
料

保
存
に
関
す
る
問
題
点
を
述
べ
る
。

和
書
の
展
示
技
法
と
保
存
環
境
制
御
の
実
践

ｌ
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
展
を
素
材
と
し
て
Ｉ

高
科
真

紀
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和書の展示技法と保存環境制御の実践（高科）

本
論
文
で
は
、
第
一
に
、
常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
の
展
示
方
針
と
演
示
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
第
二
に
、
年
間
の
資
料
展
示

可
能
期
間
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
に
関
す
る
考
察
を
行
う
。
第
三
に
、
保
存
環
境
の
適
正
化
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
保
存
環
境
モ
ニ
タ
リ

当
館
の
展
示
資
料
の
大
半
を
占
め
る
和
書
は
、
装
頓
・
形
態
・
材
質
が
多
様
で
あ
る
。
展
示
に
際
し
て
は
、
資
料
一
点
一
点
の
状
態
を

（
１
）

判
断
し
た
う
え
で
、
状
態
に
応
じ
て
最
適
な
演
示
方
法
と
展
示
可
能
日
数
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。
更
に
、
温
度
・
湿
度
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
解
析
に
基
づ
く
、
年
間
を
通
し
て
の
空
調
管
理
、
冬
場
の
加
湿
器
の
稼
働
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
制
御
を
行
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
年
に
四
回
季
節
毎
に
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
を
用
い
て
の
生
物
生
息
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
保
存
環
境
の
適
正
化
に
努

め
て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
当
館
の
事
業
と
研
究
成
果
の
公
開
の
た
め
の
資
料
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

以
前
は
、
年
四
回
程
の
企
画
展
示
が
中
心
で
、
展
示
期
間
が
一
ヶ
月
半
程
の
展
示
を
行
う
こ
と
が
多
く
、
閉
室
も
多
か
っ
た
が
、
平
成

二
十
五
（
邑
届
）
年
四
月
よ
り
、
常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
の
り
’
一
ユ
ー
ァ
ル
開
催
に
伴
い
、
一
年
を
通
し
て
展
示
室
を
開
室
す
．

る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
別
な
企
画
展
示
を
除
い
て
は
、
平
成
二
十
五
（
ｇ
畠
）
年
四
月
よ
り
は
じ
ま
っ
た
常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
、

平
成
二
十
六
（
邑
匡
）
年
十
二
月
よ
り
開
催
の
通
常
展
示
「
書
物
で
見
る
日
本
文
学
史
」
の
二
つ
の
展
示
が
当
館
の
主
な
展
示
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
展
示
設
営
日
と
展
示
整
備
日
等
を
除
き
、
年
間
を
通
し
て
展
示
室
を
開
室
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
現
在
は
常
設
展

示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
来
年
度
以
降
は
通
常
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
に
名
称
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。

一
、
は
じ
め
に
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ン
グ
解
析
に
つ
い
て
述
べ
る
。
更
に
平
成
二
十
五
（
呂
屋
）
年
三
月
に
部
分
的
に
展
示
ケ
ー
ス
内
の
照
明
を
臼
固
ロ
照
明
に
変
更
し
た
こ

と
に
よ
る
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
臼
固
ロ
変
更
前
と
変
更
後
の
温
度
変
化
に
つ
い
て
触
れ
る
。
第
四
に
、
博
物
館
、
美
術
館
と
異
な
る
原
本

閲
覧
が
可
能
な
資
料
を
所
蔵
す
る
機
関
と
し
て
の
特
性
を
考
慮
し
た
上
で
、
今
後
の
資
料
展
示
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
で
は
、
和
書
の
形
態
、
内
容
的
な
構
成
の
説
明
と
共
に
、
写
本
・
版
本
を
は
じ
め
と
す
る
特
色
あ
る

（
２
）

資
料
を
紹
介
し
、
併
せ
て
和
書
の
性
質
を
判
断
す
る
場
合
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
で
の
展
示
資
料
は
、
百
三
十
八
点
で
あ
る
。
展
示
資
料
の
選
定
は
、
当
館
展
示
企
画
室
の
落
合
博
志
教
授
に
ょ

ヱ
》
◎

展
示
資
料
全
点
を
対
象
と
し
て
、
一
点
ご
と
に
①
取
り
扱
い
に
際
し
て
の
状
態
確
認
、
②
展
示
箇
所
の
特
定
、
③
彩
色
（
顔
料
・
染
料
）

の
有
無
、
④
展
示
可
能
日
数
の
決
定
、
⑤
演
示
方
法
の
検
討
と
演
示
具
作
製
を
実
施
し
、
そ
の
情
報
を
記
録
化
し
て
い
る
。

①
取
り
扱
い
に
際
し
て
の
状
態
確
認
で
は
、
綴
じ
糸
の
破
損
や
表
紙
・
裏
表
紙
の
欠
落
な
ど
展
示
時
の
資
料
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
る

③
彩
色
（
顔
料
・
染
料
）
の
有
無
で
は
、
槌
色
が
お
こ
り
や
す
い
顔
料
・
染
料
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
展
示
可
能
日
数
の
判
断
に
役
立
て

べ
き
状
態
を
点
検
す
る
。

②
展
示
箇
所
の
特
定
で
は
、

よ
う
に
し
て
い
る
。

て
い
る
。

二
、
常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
で
の
展
示
方
針

常
設
展
示
と
い
う
性
格
上
、
展
示
箇
所
を
写
真
撮
影
し
て
、
ど
の
箇
所
を
い
つ
展
示
し
た
の
か
が
わ
か
る
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和書の展示技法と保存環境制御の実践（高科）

資
料
の
展
示
箇
所
が
確
定
す
る
と
、
演
示
方
法
の
検
討
を
行
う
。
和
書
の
折
り
目
や
、
綴
じ
の
状
態
な
ど
を
十
分
に
観
察
し
た
上
で
、

資
料
に
負
担
が
な
く
、
安
定
し
て
演
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
演
示
具
を
考
案
す
る
。
演
示
具
は
主
に
三
種
類
の
型
が
あ
り
、
そ
の
型
に
あ

わ
せ
て
、
寸
法
を
資
料
の
大
き
さ
を
も
と
に
計
測
し
、
演
示
具
作
製
に
取
り
か
か
る
。

演
示
具
の
作
製
に
は
、
中
性
紙
、
透
明
の
ア
ク
リ
ル
シ
ー
ト
を
演
示
方
法
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
る
。
接
着
は
両
面
テ
ー
プ
の
弓

虐
切
（
３
Ｍ
社
製
）
を
使
用
し
て
い
る
。
演
示
具
作
製
に
使
用
す
る
材
料
は
、
資
料
に
直
接
触
れ
て
も
影
響
の
出
な
い
素
材
で
、
主
に

（
５
）

勺
９
８
喝
呂
匡
。
シ
ｇ
言
ご
思
曾
（
写
真
活
性
度
試
験
Ⅱ
勺
鈩
目
）
に
合
格
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

①
②
③
の
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
、
④
展
示
可
能
日
数
の
決
定
を
し
、
⑤
演
示
方
法
の
検
討
と
演
示
具
作
製
を
行
っ
て
い
る
。

情
報
の
記
録
化
は
エ
ク
セ
ル
を
用
い
て
、
資
料
一
点
に
つ
き
セ
ル
一
行
を
設
け
て
資
料
名
・
年
代
・
資
料
番
号
・
展
示
期
間
と
展
示
日
数
。

一
度
の
展
示
可
能
日
数
。
展
示
箇
所
の
写
真
。
状
態
に
関
す
る
記
録
を
一
括
で
管
理
し
た
デ
ー
タ
を
構
築
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
④
展

示
可
能
日
数
は
、
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
状
態
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
一
度
の
展
示
可
能
日
数
を
二
週
間
、
一
ヶ
月
、
二
ヶ
月
半
、
五

ヶ
月
と
設
定
し
て
い
る
。
更
に
、
弓
Ｆ
諺
（
国
際
図
書
館
連
盟
）
事
務
局
が
昭
和
六
十
一
（
ご
忠
）
年
に
刊
行
し
た
倉
卑
言
。
己
の
め
さ
『

（
３
）

吾
の
胃
の
”
の
『
ぐ
畠
。
ロ
自
巨
８
用
の
弓
ぐ
島
。
口
。
ご
号
冒
ご
日
凰
の
旬
巨
“
ゞ
「
図
書
館
資
料
の
保
存
と
保
護
の
た
め
の
原
則
」
に
基
づ
き
、

年
間
の
累
積
照
度
が
９
９
ｓ
浜
を
超
え
な
い
よ
う
、
年
間
の
展
示
可
能
日
数
を
百
二
十
五
日
以
内
に
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
展
示
可
能

日
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
資
料
の
展
示
替
え
と
複
製
パ
ネ
ル
の
設
置
を
行
い
、
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
展
示
方
針
に
基
づ
き
、

（
４
）

展
示
担
当
の
教
員
を
中
心
に
、
連
携
し
て
展
示
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

三
、
和
書
の
演
示

・－115－



斜三角形型
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演
示
具
作
製
方
法

①
中
性
紙
を
使
用
し
た
演
示
具

演
示
具
の
形
態
は
、
資
料
を
見
開
い
た
際
の
状
態
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
。
作
製

す
る
演
示
具
は
、
ａ
平
板
型
（
片
側
）
、
ｂ
斜
三
角
形
型
（
片
側
と
両
側
）
、
ｃ
見
開
き

型
（
両
側
）
と
大
き
く
三
つ
の
型
に
わ
け
ら
れ
る
。

本
の
縦
と
横
の
長
さ
、
厚
み
を
計
測
し
て
演
示
具
を
作
製
す
る
。
演
示
具
作
製
の
際

は
、
作
製
す
る
演
示
具
の
縦
と
横
の
長
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
実
際
の
長
さ
よ
り
一
ｍ
ほ
ど
短

く
し
て
演
示
具
を
作
製
す
る
。

・
平
板
型
（
片
側
）

「
見
返
し
題
」
「
序
題
」
「
奥
書
」
「
刊
記
」
な
ど
の
展
示
の
際
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

綴
じ
に
負
担
が
こ
な
い
よ
う
に
平
ら
な
演
示
台
を
作
製
し
て
、
支
え
に
す
る
。

・
斜
三
角
形
型
（
片
側
）

和
本
に
折
り
痕
が
見
ら
れ
な
い
場
合
や
、
綴
じ
糸
を
新
し
く
替
え
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
綴
じ
が
き
つ
く
て
十
分
に
資
料
が
開
か
な
い
場
合
な
ど
に
用
い
る
。

・
見
開
き
型
（
両
側
）

見
開
い
た
資
料
の
両
側
に
支
え
が
必
要
な
場
合
に
作
製
す
る
。
綴
じ
が
床
面
に
対
し

て
垂
直
に
な
る
場
合
で
展
示
箇
所
が
本
の
厚
み
の
中
央
付
近
の
場
合
等
に
、
本
の
形
状

に
あ
わ
せ
て
計
測
し
て
作
製
す
る
。
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和書の展示技法と保存環境制御の実践（高科）

②
ア
ク
リ
ル
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
演
示
具

ア
ク
リ
ル
シ
ー
ト
は
、
素
材
の
透
明
性
を
い
か
し
て
、
複
数
の
箇
所
を
見
せ
た
い
場
合
に
使
用
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
箇
所
を
決
定

し
た
の
ち
、
劣
化
状
態
と
形
状
に
応
じ
た
演
示
具
を
作
製
す
る
。
一
例
と
し
て
は
、
写
真
の
演
示
具
の
例
の
よ
う
に
、
本
の
元
の
形
状
を

示
す
た
め
に
、
平
板
に
近
い
円
筒
型
の
演
示
具
や
、
三
角
形
の
演
示
具
を
用
い
る
。
こ
れ
ら
の
演
示
具
で
あ
れ
ば
、
展
示
箇
所
の
文
字
情

報
を
隠
す
こ
と
な
く
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
厚
み
が
あ
り
頑
丈
な
た
め
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
は
様
々
な
形
状
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
演
示
の
幅
が
広
が
る
。

、
定
規
（
方
眼
目
盛
が
入
っ
た
物
が
使
い
よ
い
）

・
中
性
紙
恥
少
甸
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
戸
盆
昌
冒
（
株
式
会
社
弓
弓
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
製
）
を
使
用

・
国
固
胃
嗣
○
○
勺
勺
フ
ィ
ル
ム
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ッ
ク
の
‐
シ
↑
（
メ
ー
カ
ー
恥
シ
モ
ジ
マ
）

※
演
示
具
完
成
後
、
資
料
に
設
置
し
た
際
、
丁
が
開
く
箇
所
で
固
定
す
る
際
に
留
め
具
と
し
て
○
勺
勺
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
る
。

〈
演
示
具
作
製
に
必
要
な
材
料
〉

・
カ
ッ
タ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト

演
示
具
作
製
に
必
要
な
材
料

・
カ
ッ
タ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト

・
定
規
（
方
眼
目
盛
が
入
っ
た
物
が
使
い
よ
い
）
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・
ア
ク
リ
ル
シ
ー
ト

こ
れ
ら
の
演
示
方
法
は
、

あ
わ
せ
て
決
定
す
る
た
め
、

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
点
一

が
可
能
と
な
る
。
今
後
も
、

た

い
0

実
践
し
て
い
る
資
料
展
示
の
一
部
で
あ
り
、
展
示
す
る
資
料
の
形
態
や
状
態
、
折
れ
や
歪
み
な
ど
の
状
態
に

先
に
記
し
た
以
外
の
方
法
で
対
応
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
演
示
方
法
を
パ
タ
ー
ン
化
す

点
の
採
寸
は
必
要
で
あ
る
が
、
複
数
の
作
業
者
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
大
量
に
必
要
な
演
示
具
を
作
製
す
る
こ
と

様
々
な
資
料
形
態
、
展
示
方
法
に
対
応
し
た
演
示
具
を
作
製
す
る
た
め
、
技
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き

h

q

l
１
哺
醗
Ｔ
ｌ
代

１
１
闇

一
罰
“

｜
齢

1

W

ご鐘塞zj:#j 1

W

ー』･'土

アクリルシートを使用した演示具の例
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和書の展示技法と保存環境制御の実践（高科）

↓
資
料
展
示
の
際
に
は
、
事
前
に
展
示
期
間
を
明
確
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
企
画
展
示
の
場
合
は
、
限
ら
れ
た
展
示
期
間
で
の
資
料

展
示
で
あ
り
、
比
較
的
短
い
期
間
で
の
展
示
が
多
い
。
常
設
展
示
に
お
い
て
は
、
資
料
一
点
毎
の
状
態
を
判
断
し
た
上
で
、
年
間
の
展
示

期
間
を
定
め
る
こ
と
が
資
料
保
護
の
面
か
ら
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
展
示
期
間
の
設
定
は
、
各
機
関
の
判
断
に
頼
る
こ
と
が
多
い
が
、
国

宝
・
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
に
よ
っ
て
、
年
間
の
公
開
の
回
数
と
期
間
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
長
通
知
庁
保
美
第
七
六
号
平
成
八
年
七
月
十
二
日
付
け
「
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
に
関
す
る
取
扱
要
項
の

制
定
に
つ
い
て
」
で
は
、
公
開
の
回
数
と
期
間
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
一
）
原
則
と
し
て
公
開
回
数
は
年
間
二
回
以
内
と
し
、
公
開
日
数
は
延
べ
六
○
日
以
内
と
す
る
。
な
お
、
重
要
文
化
財
等
の
材
質
上
、

長
期
間
の
公
開
に
よ
っ
て
た
い
色
や
材
質
の
劣
化
を
生
じ
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

（
二
）
た
い
色
や
材
質
の
劣
化
の
危
険
性
が
高
い
も
の
は
、
年
間
公
開
日
数
の
限
度
を
延
べ
三
○
日
以
内
と
し
、
他
の
期
間
は
収
蔵
庫

に
保
管
し
て
、
温
・
湿
度
に
急
激
な
変
化
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

「
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
に
関
す
る
取
扱
要
項
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
和
書
の
展
示
で
最
も
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
い
色
と
、
和
書
を
構
成
す
る
材
質
で
あ
る
紙
の
セ
ル
ロ
ー
ス
繊
維
の
脆
弱
化
で
あ
る
。
照
明
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
劣
化
は
生
じ
る
が
、
照
明
は
紫
外
線
だ
け
で
は
な
く
可
視
光
線
の
全
て
が
損
傷
の
原
因
と
な
り
得
る
こ
と

（
６
）

を
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
虞
ロ
ｏ
目
白
①
昌
煕
ｏ
弓
淵
①
門
①
呂
弓
の
日
の
冒
蔚
庁
吋
胃
。
ぼ
く
の
働
且
与
吋
画
昌
目
ｇ
①
吋
巨
の
運
（
勗
○
屋
『
忠

（
ご
》
曽
冨
）
「
図
書
館
・
文
書
館
資
料
の
保
管
条
件
」
に
お
い
て
も
、
紙
資
料
は
照
明
に
よ
る
損
傷
が
蓄
積
す
る
た
め
、
実
際
の
照
明

四
、
年
間
の
資
料
展
示
期
間
の
判
断
基
準
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時
間
を
定
量
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
東
京
国
立
博
物
館
の
よ
う
に
、
作
品
分
野
別
に
最
大
照
度
を
設
定
し
、
文
化
庁
策
定

の
基
準
と
整
合
性
が
保
つ
よ
う
に
、
年
間
当
り
の
展
示
期
間
と
最
大
積
算
照
度
を
設
定
し
て
い
る
機
関
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
京
国
立
博

物
館
で
は
、
展
示
期
間
の
延
長
が
必
要
な
場
合
は
、
決
定
し
た
最
大
積
算
照
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
そ
の
分
照
度
を
低
く
す
る
と
い
つ

（
ワ
ー
）

た
、
損
傷
の
蓄
積
を
配
慮
し
た
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。

当
館
に
お
け
る
資
料
展
示
期
間
の
判
断
は
、
当
館
の
「
資
料
貸
付
規
程
」
を
参
考
に
設
定
し
て
い
る
。
「
資
料
貸
付
規
程
」
で
は
、
展

示
期
間
に
つ
い
て
、
貴
重
書
は
二
週
間
、
そ
の
他
資
料
は
四
週
間
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
基
準
に
通
常
展
示
と
い
う
性
質
を
考
慮

し
、
資
料
の
状
態
に
応
じ
て
展
示
可
能
日
数
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
で
は
、
資
料
の
一
度
の
展
示
可
能
日
数
を
、
二
週
間
、
一
ヶ
月
、
二
ヶ
月
半
、
五
ヶ
月
と
四
段
階
で

設
定
し
、
年
間
の
展
示
日
数
を
百
二
十
五
日
間
以
内
で
納
ま
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。
所
蔵
資
料
の
中
で
も
「
貴
重
書
」
と
し
て
指
定

さ
れ
た
資
料
の
展
示
期
間
を
二
週
間
、
染
料
や
顔
料
を
使
用
し
て
た
い
色
が
懸
念
さ
れ
る
組
成
に
リ
グ
’
一
ン
が
含
有
し
て
い
る
資
料
を
一

ヶ
月
、
墨
書
の
み
で
本
紙
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
場
合
は
二
ヶ
月
半
、
箱
や
版
木
を
五
ヶ
月
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
制
作
年
の
古

い
資
料
や
、
劣
化
が
甚
大
な
資
料
な
ど
に
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
、
展
示
可
能
日
数
を
判
断
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
規
程
は
平
成
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
十
年
で
展
示
環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
お
り
、
当

館
に
お
い
て
も
資
料
展
示
期
間
の
見
直
し
を
す
す
め
て
い
る
。

今
回
、
十
一
機
関
に
協
力
を
お
願
い
し
て
平
成
二
十
六
（
曽
匡
）
年
九
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
項
目
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
展
覧
会
・
企
画
展
示
で
の
展
示
日
数
の
設
定
、
そ
の
条
件

②
他
館
へ
の
展
示
貸
付
時
の
借
用
日
数
及
び
展
示
日
数
の
設
定
、
そ
の
条
件
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③
年
間
の
同
一
資
料
の
展
示
可
能
日
数
、
条
件
設
定
の
根
拠

※
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
書
・
特
別
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
寄
託
資
料
な
ど
で
条
件
が
異
な
る
場
合
は
別
途
記
入
し
て
頂
く
。

現
段
階
で
は
、
全
て
の
機
関
か
ら
の
回
答
が
揃
っ
て
い
な
い
が
、
回
答
の
あ
っ
た
全
て
の
機
関
か
ら
回
答
を
非
公
開
に
す
る
と
い
う
条

件
で
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
機
関
名
な
ど
を
本
論
で
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
基
準
以
外
で
、
機

関
内
で
特
別
に
展
示
期
間
を
詳
細
に
設
定
し
て
い
る
機
関
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

現
在
、
当
館
で
は
展
示
期
間
の
判
断
基
準
と
し
て
、
①
照
度
、
②
資
料
の
材
質
、
③
資
料
の
状
態
、
④
資
料
の
制
作
年
代
な
ど
を
根
拠

に
展
示
日
数
を
決
定
し
て
い
る
が
、
展
示
照
明
器
具
の
分
光
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
照
明
に
起
因
す
る
損
傷
の
症
例
研
究
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
精
度
の
高
い
照
明
管
理
と
適
切
な
資
料
展
示
期
間
の
設
定
が
必
要
と
な
る
と
考
え
る
。

今
後
、
国
内
外
の
展
示
期
間
の
判
断
基
準
の
調
査
を
継
続
し
、
科
学
的
な
検
証
研
究
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

当
館
の
展
示
室
は
、
壁
付
展
示
ケ
ー
ス
二
台
（
エ
ァ
タ
イ
ト
一
台
、
ノ
ン
ェ
ァ
タ
イ
ト
一
台
）
、
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
二
十
一
台
（
エ
ァ

タ
イ
ト
四
台
、
ノ
ン
エ
ア
タ
イ
ト
十
七
台
）
を
有
し
て
お
り
、
展
示
室
の
空
調
は
二
十
四
時
間
稼
働
し
て
い
る
。

温
度
は
夏
季
圏
占
（
圏
什
画
岱
）
、
冬
季
ｇ
度
（
邑
什
函
占
）
、
湿
度
は
、
年
間
を
通
し
て
囲
ま
”
国
を
目
標
に
管
理
し
て
い
る
。

冬
季
は
展
示
室
内
に
気
化
式
加
湿
器
も
国
‐
園
（
ピ
ー
ェ
ス
エ
業
株
式
会
社
製
）
を
三
台
設
置
し
て
、
安
定
化
に
努
め
て
い
る
。

空
調
の
設
定
温
度
の
変
更
記
録
や
、
加
湿
器
の
使
用
水
量
は
毎
日
記
録
し
、
保
存
環
境
を
行
う
上
で
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
て

い
る
。
温
度
・
湿
度
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
切
目
罰
‐
忌
（
株
式
会
社
テ
ィ
ァ
ン
ド
デ
イ
製
）
を
展
示
室
内
に
二
機
、
展
示
ケ
ー
ス
内
に
十
六
機
設

五
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
・
湿
度
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①
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
季
節
別
温
度

覗
き
展
示
ケ
ー
ス
（
エ
ァ
タ
イ
ト
、
ノ
ン
ェ
ァ
タ
イ
ト
）
を
対
象
に
、

展
示
開
催
中
の
春
（
邑
匡
年
）
、
夏
（
９
ｓ
年
）
、
秋
（
ｇ
屋
年
）
、
冬

（
ｇ
ｇ
年
）
の
連
続
し
て
開
室
し
た
五
日
間
の
五
分
ご
と
の
平
均
温
度
か

置
し
て
、
週
に
一
度
デ
ー
タ
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
回
収
し
た
温
度
・
湿

度
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
・
湿
度
環
境
を
分
析
し
て

環
境
把
握
と
、
展
示
室
内
の
空
調
の
暖
房
と
冷
房
へ
の
設
定
切
り
替
え
や

加
湿
器
稼
動
、
加
湿
器
設
定
湿
度
の
制
御
判
断
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
二
十
（
呂
呂
）
年
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
温
度
・
湿
度
デ
ー
タ
は
、
重

要
な
展
示
環
境
記
録
と
し
て
活
用
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
展
示
開
催
の

度
に
展
示
室
内
の
展
示
ケ
ー
ス
配
置
図
面
上
に
設
置
し
た
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー

番
号
な
ど
の
情
報
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
展
示
環
境

履
歴
を
共
有
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
デ
ー
タ
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

展
示
環
境
履
歴
の
デ
ー
タ
解
析
の
事
例
と
し
て
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温

度
・
湿
度
に
着
目
し
て
、
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
（
エ
ァ
タ
イ
ト
）
と
覗
き
展

示
ケ
ー
ス
（
ノ
ン
ェ
ァ
タ
イ
ト
）
の
二
種
類
の
ケ
ー
ス
内
に
お
け
る
季
節

毎
の
温
度
・
湿
度
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

■ ロ温度･湿度データロガー設置位置
F

一

＝ －－』
｜
’

ア

a

L

写真覗き展示ケース
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ら
グ
ラ
フ
を
作
成
し
、
分
析
を
行
っ
た
。
開
室
時
間
は
十
時
か
ら
十
六
時
半
ま
で
で
、
こ
の
期
間
は
展
示
替
え
な
ど
に
よ
る
展
示
ケ
ー
ス

い
ず
れ
の
季
節
も
概
ね
目
標
と
す
る
設
定
温
度
内
で
推
移
し
て
い
る
。
一
日
の
温
度
変
動
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
季
節
に
お
い

て
展
示
室
が
開
室
し
て
照
明
を
点
灯
し
た
十
時
よ
り
徐
々
に
温
度
上
昇
を
は
じ
め
、
閉
室
時
刻
の
十
六
時
半
が
一
日
の
最
高
温
度
に
な
り
、

そ
の
後
は
下
降
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

一
日
の
最
高
温
度
と
最
低
温
度
の
範
囲
は
平
均
し
て
２
℃
ほ
ど
で
微
小
な
上
昇
で
あ
る
。
夜
間
は
照
明
の
影
響
が
な
い
た
め
、
展
示
ケ

ー
ス
内
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
な
く
、
安
定
し
て
い
る
。

②
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
季
節
別
湿
度

覗
き
展
示
ケ
ー
ス
（
エ
ア
タ
イ
ト
、
ノ
ン
エ
ァ
タ
イ
ト
）
を
対
象
に
、
展
示
開
催
中
の
春
（
旨
屋
年
）
、
夏
（
ｇ
９
年
）
、
秋
（
圏
屋

年
）
、
冬
（
呂
邑
年
）
の
連
続
し
て
開
室
し
た
五
日
間
の
五
分
ご
と
の
平
均
湿
度
か
ら
グ
ラ
フ
を
作
成
し
、
分
析
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ

の
期
間
は
展
示
替
え
な
ど
に
よ
る
展
示
ケ
ー
ス
の
開
放
は
な
い
。

湿
度
も
、
平
均
し
て
９
次
罰
国
を
保
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
季
節
も
、
展
示
室
開
室
中
は
温
度
上
昇
の
影
響
を
受
け
て
変
動
す
る
が

閉
室
し
た
夜
間
は
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

一
日
の
最
高
湿
度
と
最
低
湿
度
の
範
囲
は
平
均
し
て
１
％
詞
函
ほ
ど
で
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

①
②
か
ら
、
当
館
の
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
・
湿
度
は
年
間
を
通
し
て
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

の
開
放
は
な
い
。
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和書の展示技法と保存環境制御の実践（高科）

①
伊
固
ロ
照
明
変
更
前
と
変
更
後
の
温
度
比
較

当
館
の
展
示
ケ
ー
ス
内
の
照
明
は
、
壁
付
展
示
ケ
ー
ス
は
博
物
館
・
美

術
館
蛍
光
灯
句
国
司
笛
ｚ
‐
固
口
臣
・
ｚ
ｐ
（
勺
四
愚
８
日
。
製
叩
蛍
光
灯
）
と

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
』
口
巨
つ
ぐ
ｇ
三
・
三
国
園
‐
弓
官
っ
【
（
圏
ご
閉
○
日
。

製
一
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
）
を
使
用
し
、
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
は
、
司
伊
罰
９
ｍ
・

言
わ
口
固
・
ｚ
ｑ
、
旨
（
溌
９
８
己
。
製
凱
蛍
光
灯
）
を
使
用
し
て
き
た
。

平
成
二
十
五
（
ｇ
届
）
年
三
月
に
壁
付
け
展
示
ケ
ー
ス
に
使
用
し
て
い
た

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
毎
面
ロ
照
明
に
変
更
し
、
現
在
は
、
壁
付
展
示
ケ
ー

ス
は
博
物
館
・
美
術
館
蛍
光
灯
弓
国
司
圏
ｚ
‐
画
ロ
伊
・
ｚ
ｐ
（
勺
自
閉
ｏ
己
ｏ

製
）
と
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ｚ
ｚ
ｚ
ｇ
臼
、
国
固
固
房
（
勺
、
ロ
閉
呂
旨
製
“

伊
固
ロ
）
を
使
用
し
て
い
る
。

壁
付
展
示
ケ
ー
ス
内
の
ほ
固
口
照
明
へ
の
変
更
前
、
変
更
後
の
温
度
上

昇
の
変
化
を
検
証
す
る
た
め
に
、
展
示
開
催
中
の
固
固
ロ
照
明
変
更
前
の

平
成
二
十
二
（
邑
邑
）
年
一
月
・
四
月
（
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
）
、
変
更
後
の

平
成
二
十
五
（
曽
壗
）
年
一
月
・
四
月
Ｐ
圃
口
）
を
対
象
に
、
比
較
を

六
、
照
明
に
よ
る
温
度
上
昇
に
関
す
る
一
考
察

弓

言
Ｉ ’’

一
「 ｰ

や
一
一

’
温度･湿度データロガー設置位置

写真壁付展示ケース
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和書の展示技法と保存環境制御の実践（高科）

お
こ
な
っ
た
。
グ
ラ
フ
は
、
同
じ
ケ
ー
ス
で
連
続
し
て
開
室
し
た
五
日
間
の
五
分
ご
と
の
平
均
温
度
か
ら
作
成
し
た
。
一
日
の
開
室
時
間

は
十
時
か
ら
十
六
時
半
の
六
時
間
半
で
あ
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
、
変
更
前
』
口
巨
つ
ぐ
ｇ
言
。
ｚ
更
固
‐
弓
芭
・
宍
（
顧
息
の
。
目
の

製
恥
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
）
と
変
更
後
ｚ
ｚ
ｚ
ｓ
臼
函
国
国
固
』
（
圏
ご
用
ｏ
自
言
製
叩
巴
固
ロ
）
で
あ
る
。
温
度
の
測
定
に
は
”
弓
國
‐
圏
（
株
式
会

社
テ
ィ
ァ
ン
ド
デ
イ
製
）
を
用
い
た
。

結
果
、
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
は
開
室
直
後
よ
り
温
度
上
昇
を
開
始
し
、
閉
室
時
刻
の
十
六
時
半
頃
に
は
約
２
℃
上
昇
し
て
一
日
の
最
高
温
度

を
記
録
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
開
室
直
後
一
時
間
は
急
激
に
温
度
上
昇
し
て
、
十
三
時
以
降
も
徐
々
に
上
昇
し
て
い
く
。
回
国
ロ
も
同

様
に
開
室
直
後
よ
り
温
度
上
昇
を
開
始
す
る
が
、
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
と
比
較
す
る
と
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
上
昇
も
１
℃
を
超
え
な
い
範
囲
で

あ
る
。
展
示
室
ケ
ー
ス
内
に
お
け
る
一
日
に
生
じ
る
変
動
幅
は
３
℃
以
下
に
お
さ
ま
る
が
、
長
期
間
の
展
示
を
行
う
上
で
は
、
そ
の
変
動

幅
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
は
固
固
ロ
よ
り
も
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
照
明
の
選
択
は
、

展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
上
昇
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
照
度
別
の
温
度
比
較

①
の
巴
固
ロ
照
明
変
更
前
と
変
更
後
の
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
比
較
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
照
度
が
温
度
上
昇
に
与
え
る
影
響
を
検
証

す
る
た
め
、
常
設
展
示
の
設
定
照
度
か
ら
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
（
蛍
光
灯
）
と
、
壁
付
展
示
ケ
ー
ス
（
蛍
光
灯
、
巴
固
ロ
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
）

の
温
度
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。
グ
ラ
フ
は
平
成
二
十
五
（
邑
畠
）
年
八
月
の
連
続
で
開
室
し
た
五
日
間
の
五
分
ご
と
の
平
均
温
度
か
ら
作

成
し
た
。
開
室
時
間
は
十
時
か
ら
一
六
時
半
、
温
度
の
測
定
に
は
切
目
罰
‐
圏
（
株
式
会
社
テ
ィ
ァ
ン
ド
デ
ィ
製
）
を
用
い
た
。

設
定
照
度
は
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
雪
寅
・
雪
宮
、
壁
付
展
示
ケ
ー
ス
謡
胃
・
認
胃
で
あ
る
。
照
明
は
、
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
司
厚
罰
皆
？
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日
本
で
は
、
岳
９
年
代
以
降
、
安
価
で
一
度
に
大
量
の
資
料
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
薬
剤
を
用
い
た
煉
蒸
が
普
及
し
た
。
中
で

も
、
臭
化
メ
チ
ル
は
浸
透
し
や
す
く
、
殺
虫
効
果
も
高
く
、
資
料
へ
の
影
響
も
少
な
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
臭
化
メ
チ
ル
と
殺
菌
効
果
の

高
い
酸
化
エ
チ
レ
ン
と
の
混
合
剤
で
あ
る
「
エ
キ
ボ
ン
（
商
品
名
）
」
は
多
く
の
博
物
館
、
図
書
館
、
文
書
館
で
使
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
九
（
ご
息
）
年
に
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と
の
発
表
が
な
さ
れ
、
昭
和
六
十
二

（
乞
雪
）
年
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
で
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た
め
に
平
成
十
六
（
旨
晨
）
年
末
で
臭
化
メ
チ
ル
の
全
廃
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
生
物
被
害
対
策
の
模
索
と
、
同
時
に
資
料
と
人
体
へ
の
安
全
性
の
見
直
し
や
、
煉
蒸
が
資
料
へ
も
た
ら
す
影
響
に

温
度
上
昇
は
、
ｇ
廓
（
蛍
光
灯
）
Ｖ
雪
屏
（
蛍
光
灯
）
Ｖ
韻
寅
Ｐ
国
ｇ
Ｖ
認
寅
色
固
ロ
）
の
順
と
な
る
。
展
示
室
内
が
最
も
温
度
が

低
く
、
開
室
中
の
時
間
帯
も
照
明
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
温
度
上
昇
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
壁
付
展
示
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
、
照
度

設
定
が
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
雪
寓
設
定
の
覗
き
展
示
ケ
ー
ス
の
方
が
高
温
と
な
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
ケ
ー
ス
内
の
容
積
の
違
い
も

挙
げ
ら
れ
る
が
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
温
度
上
昇
は
照
度
の
影
響
よ
り
も
、
使
用
す
る
照
明
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
わ

（
８
）

か
つ
た
。

言
‐
の
ロ
巳
・
ｚ
ｐ
三
［
弓
自
画
、
。
凰
ｏ
製
《
蛍
光
灯
）
、
壁
付
展
示
ケ
ー
ス
甸
函
司
隠
ｚ
自
口
Ｂ
・
Ｚ
己
（
顧
邑
画
、
。
己
。
製
恥
蛍
光
灯
）
、
ｚ
ｚ
ｚ

ｓ
曾
函
国
巴
固
骨
（
勺
画
目
の
目
旨
製
恥
巴
固
ロ
）
で
あ
る
。

覗
き
展
示
ケ
ー
ス
は
①
の
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
と
同
様
の
変
動
を
示
し
、
開
室
後
に
急
激
に
上
昇
し
て
最
終
的
に
は
約
２
℃
の
温
度
上
昇
が

み
ら
れ
た
。

七
、
生
物
生
息
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
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和書の展示技法と保存環境制御の実践（高科）
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当
館
で
は
、
平
成
十
一
（
岳
麗
）
年
の
臭
化
メ
チ
ル
煉
蒸
剤
メ
チ
ブ
ロ
ン
に
よ
る
煉
蒸
を
最
後
と
し
、
薬
剤
の
定
期
的
な
煉
蒸
を
停
止

す
る
。
そ
し
て
、
平
成
四
（
乞
畠
）
年
以
降
ほ
ぼ
四
年
お
き
に
発
生
し
て
い
た
ノ
シ
マ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
被
害
対
策
の
た
め
に
、
平
成
十

二
（
旨
ｇ
）
年
に
弓
冨
（
冒
蔚
曾
凰
＆
闇
里
冨
自
侭
の
目
の
具
）
に
お
け
る
害
虫
発
見
時
の
対
処
を
詳
細
に
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
を
用
い
て
害
虫
の
捕
穫
・
捕
獲
虫
の
同
定
、
清
掃
な
ど
の
弓
冨
活
動
を
開
始
し
た
。

弓
冨
活
動
の
中
に
生
物
生
息
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
位
置
づ
け
、
本
格
的
に
開
始
し
た
の
は
、
東
京
都
品
川
区
戸
越
よ
り
東
京
都
立

川
市
へ
と
移
転
し
た
平
成
二
十
（
ｇ
ｇ
）
年
か
ら
で
あ
る
。

平
成
二
十
（
旨
呂
）
年
九
月
よ
り
季
節
ご
と
に
年
四
回
、
二
週
間
の
設
置
期
間
を
設
け
て
、
収
蔵
庫
、
閲
覧
室
、
展
示
室
を
は
じ
め
、

資
料
が
移
動
す
る
エ
リ
ア
を
中
心
に
全
一
五
九
箇
所
、
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
い
る
。
捕
狸
害
虫
の
同
定
は
、
業
者
委
託
を
行
わ
ず

（
９
）

自
ら
の
館
に
お
け
る
捕
盤
状
況
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
低
コ
ス
ト
で
も
精
度
の
高
い
同
定
を
目
指
し
て
い
る
。

展
示
室
に
は
四
ヵ
所
、
展
示
前
室
と
準
備
室
に
各
一
カ
所
の
計
六
ヵ
所
（
ト
ラ
ッ
プ
番
号
鵠
～
ぢ
）
、
歩
行
性
昆
虫
調
査
用
箱
形
粘
着

ト
ラ
ッ
プ
（
商
品
名
叩
ゴ
キ
ブ
リ
イ
ン
ジ
ゲ
ー
タ
小
型
、
イ
カ
リ
消
毒
社
製
）
を
設
置
し
て
い
る
。

全
二
十
三
回
分
の
ト
ラ
ッ
プ
調
査
の
結
果
、
夏
、
秋
に
捕
穫
数
が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
捕
穫
場
所
と
し
て
は
、
展
示
室
奥
の
借
用
資
料
を
保
管
す
る
保
管
庫
へ
出
入
り
す
る
ド
ア
付
近
の
忠
が
最
も
多
く
、
続
い
て

展
示
室
の
入
口
と
な
る
展
示
前
室
韻
で
あ
る
。
展
示
室
の
入
口
と
な
る
展
示
室
圏
は
、
自
動
ド
ア
を
通
っ
て
日
常
的
に
観
覧
者
の
出
入

り
が
あ
る
た
め
、
捕
獲
数
が
多
い
こ
と
も
頷
け
る
が
、
保
管
庫
へ
出
入
り
す
る
ド
ア
付
近
の
忠
は
、
日
常
的
な
人
の
出
入
り
が
ほ
ぼ
無

い
た
め
、
ど
の
よ
う
に
虫
が
侵
入
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
今
後
注
意
と
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

捕
獲
虫
で
最
も
多
い
の
は
、
湿
度
が
多
い
と
捕
獲
し
や
す
い
チ
ャ
タ
テ
で
あ
り
、
続
い
て
ク
モ
、
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
の

つ
い
て
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
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日
本
の
展
示
に
お
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
国
宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
を
対
象
と
し
た
展
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
存
在
す

る
が
、
そ
れ
以
外
の
資
料
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
機
関
の
判
断
基
準
で
、
展
示
期
間
の
設
定
、

照
度
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
て
が
資
料
の
保
存
を
考
慮
し
た
展
示
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
資
料
を
後
世
ま
で
残

し
て
い
く
た
め
に
も
、
資
料
保
存
を
考
慮
し
た
展
示
を
保
存
科
学
的
な
立
場
か
ら
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

海
外
で
は
、
展
示
に
関
係
す
る
国
の
基
準
が
既
に
公
開
さ
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。

場
所
か
ら
も
資
料
を
加
害
す
る
虫
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

現
段
階
で
は
、
展
示
室
エ
リ
ア
で
、
特
別
な
対
処
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
害
虫
の
捕
狸
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
継
続
的
に
捕
痩
虫
の

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
捕
穫
虫
が
多
い
場
所
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
季
節
的
な
捕
痩
の
特
徴
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
非
常
に
有
用
で
あ
る
。

そ
の
他
、
当
館
で
は
常
設
展
示
の
一
部
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、
定
期
的
に
展
示
替
え
を
行
い
な
が
ら
、
新
収
資
料
な
ど
を
中
心
に
、

テ
ー
マ
を
設
け
て
展
示
ケ
ー
ス
四
台
分
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
個
人
蔵
の
資
料
を
展
示
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
害
虫
処
理
室
に
て
自
動
調
湿
窒
素
発
生
装
置
諺
男
，

の
（
三
菱
ガ
ス
化
学
株
式
会
社
）
を
用
い
て
、
窒
素
殺
虫
処
理
を
行
い
、
展
示
室
内
に
虫
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
、

窒
素
殺
虫
処
理
の
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い
場
合
は
、
資
料
を
一
丁
ず
つ
刷
毛
で
ク
リ
ー
’
一
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
目
視
で
点
検
し
、
生
物

被
害
対
策
に
努
め
て
い
る
。

八
、
資
料
展
示
に
関
す
る
海
外
の
動
向
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例
え
ば
、
英
国
標
準
鯉
謹
「
歴
史
的
長
期
保
存
文
書
の
保
管
と
展
示
の
た
め
に
推
奨
さ
れ
る
英
国
規
格
」
（
詞
の
８
日
日
の
目
ｇ
ざ
ロ
切
さ
司

吾
の
、
８
局
侭
の
画
且
の
曽
号
旨
。
ご
具
胃
。
富
ぐ
巴
号
２
日
の
貝
切
）
Ｓ
ｍ
謹
霞
晒
邑
９
．
℃
ロ
豊
豊
”
邑
届
（
改
訂
）
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
図

書
館
員
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
展
示
に
携
わ
る
担
当
者
の
指
針
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
の
鯉
雰
邑
呂
で
は
、
イ
ン
ク
、

染
料
、
光
に
敏
感
な
顔
料
を
用
い
た
資
料
は
９
頁
を
超
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
勺
ロ
豊
雰
９
局
（
改
訂
）
で
は

コ
ロ
タ
イ
プ
写
真
や
、
カ
ラ
ー
イ
ン
ク
を
用
い
た
資
料
は
槌
色
し
や
す
い
こ
と
を
挙
げ
た
上
で
、
展
示
ケ
ー
ス
と
同
様
に
展
示
室
内
の
照

明
（
富
。
毎
ｇ
巨
且
毎
冨
冒
巴
も
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
と
記
さ
れ
て
お
り
、
照
明
を
シ
ビ
ア
に
捉
え
て
い
る
。

こ
の
他
、
米
国
標
準
規
格
協
会
の
標
準
姿
ｚ
の
貝
ｚ
園
○
四
窓
．
ご
‐
曽
皀
（
巴
「
図
書
館
資
料
及
び
ア
ー
ヵ
ィ
ブ
ズ
資
料
に
関
す
る
環

境
条
件
」
、
フ
ラ
ン
ス
の
標
準
「
絵
画
や
写
真
資
料
の
展
示
に
関
す
る
保
存
要
件
」
（
印
の
の
昌
昌
○
口
の
号
８
国
切
閂
鼠
は
。
ご
号
切
号
呂
‐

日
の
具
の
脅
呂
冨
呂
の
の
黒
冒
○
さ
胃
砦
匡
各
の
の
冒
口
ｍ
－
の
８
号
の
Ｑ
ゞ
員
の
①
苔
。
切
言
○
口
）
（
９
ｓ
）
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
知
ら
れ

買
巨
の
ご
台
の

て
い
る
。

今
後
、
日
本
に
お
い
て
も
、
日
本
の
環
境
条
件
、
展
示
室
内
環
境
、
資
料
に
ふ
さ
わ
し
い
基
準
が
整
理
さ
れ
、
各
機
関
の
共
通
認
識
の

も
と
展
示
期
間
の
設
定
、
照
度
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
急
務
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

本
論
文
で
は
、
本
館
が
行
っ
て
い
る
常
設
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
の
展
示
に
お
け
る
方
針
、
演
示
方
法
、
保
存
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
実
際
に
展
示
業
務
に
関
わ
っ
て
い
る
立
場
か
ら
論
述
し
た
。

展
示
と
保
存
の
両
立
の
た
め
に
は
、
資
料
一
点
一
点
の
状
態
を
細
か
く
判
断
し
、
そ
の
資
料
の
状
態
に
合
わ
せ
た
演
示
が
必
要
不
可
欠

九
、
お
わ
り
に
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本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
常
設
展
示
「
和
書
の
ざ
ま
ざ
ま
」
の
担
当
の
当
館
落
合
博
志
教
授
、
同
青
木
睦
准
教
授
、
企
画
広
報

係
の
皆
様
の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
特
に
、
照
明
に
注
目
し
、
新
た
な
照
明
器
具
と
し
て
博
物
館
・
美
術
館
で
も
導
入
が
増
え
つ
つ
あ
る
Ｆ
固
口
照
明
の
分
光
特
性

に
着
目
し
た
特
性
評
価
や
、
照
明
に
起
因
す
る
紙
資
料
の
損
傷
症
例
の
研
究
が
必
要
と
な
ろ
う
。

そ
の
成
果
を
元
に
、
５
○
巨
叩
冒
蔚
目
画
威
○
国
巴
○
目
ご
昌
旦
巨
匡
ｍ
の
口
冒
や
照
明
学
会
な
ど
が
掲
げ
る
蛍
光
灯
を
対
象
と
し
た
現
行
推

奨
照
度
が
固
固
ロ
照
明
の
設
定
照
度
に
適
合
す
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

が
重
要
で
あ
る
。

で
あ
る
。
そ
し
て
、
科
学
的
な
検
証
の
も
と
、
保
存
環
境
制
御
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
保
存
環
境
で
資
料
を
展
示
す
る
こ
と

（
３
）
訳
文
は
。
甸
巴
少
資
料
保
存
の
原
則
』
（
資
料
保
存
研
究
会
訳
・
編
、
一
九
八
七
年
）
。

（
４
）
当
館
の
展
示
可
能
日
数
の
判
断
基
準
は
、
当
館
准
教
授
青
木
睦
氏
が
考
案
し
た
。

（
５
）
演
示
具
の
形
状
・
構
造
と
演
示
具
に
使
う
素
材
の
選
定
は
当
館
准
教
授
青
木
睦
氏
の
監
修
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
本
論
文
で
は
、
資
料
を
安
全
に
、
そ
の
形
態
・
状
態
に
あ
わ
せ
て
支
持
具
を
作
成
し
て
ケ
ー
ス
に
並
べ
る
こ
と
を
〃
演
示
〃
と
し
、

作
成
す
る
支
持
具
を
演
示
具
と
し
て
い
る
。

（
２
）
展
示
の
詳
細
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
写
骨
至
言
急
ぎ
・
且
置
且
冥
冒
鴨
典
の
ぐ
呂
兵
の
讐
苦
三
○
国
這
白
ミ
ミ
。
巨
切
の
蔚
巨
．
ご
目

〔
《
圧
〕

（
１
）

を
参
照
。
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（
６
）
弓
少
温
帯
気
候
に
お
け
る
資
料
保
存
に
関
す
る
委
員
会
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
の
展
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

（
。
ご
日
圃
目
ｚ
固
の
○
ｚ
国
開
国
胃
四
目
Ｚ
。
シ
罰
○
閏
ぐ
シ
ぽ
冨
諺
弓
固
閏
餌
伊
巴
は
、
国
立
公
文
書
館
が
邦
訳
し
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

冨
冒
く
、
言
ぎ
ぎ
．
四
月
嵐
ぐ
閉
曲
ｐ
旨
、
画
す
。
巨
兵
扇
己
。
『
ミ
ロ
監
詳
の
巳
一
七
亀

（
７
）
神
庭
信
幸
氏
「
東
京
国
立
博
物
館
の
保
存
環
境
の
管
理
」
『
文
化
財
の
虫
菌
害
』
六
十
一
号
（
平
成
二
十
三
（
邑
巨
）
年
六
月
）

（
８
）
本
論
文
で
報
告
し
た
照
明
に
関
す
る
温
度
上
昇
の
解
析
に
つ
い
て
は
、
高
科
真
紀
・
青
木
睦
・
加
藤
歩
樹
「
展
示
室
に
お
け
る
保

存
環
境
モ
’
一
タ
リ
ン
グ
解
析
」
『
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
鏥
回
大
会
要
旨
集
』
（
東
京
・
平
成
二
十
六
（
呂
匡
）
年
六
月
）
を

元
に
、
一
部
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
９
）
当
館
の
弓
冨
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け
る
生
物
被
害
対
策
の
実
践
と
課
題
」
『
国
文
学
研
究
資
料

館
紀
要
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
第
九
号
』
（
平
成
二
十
五
（
ｇ
届
）
年
三
月
）
に
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

参
照
。
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